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	背景
	この遺伝子はカドヘリンスーパーファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は細胞膜表面に局在し、膜貫通ドメインではなくGPI部位によって固定されています。このタンパク質は他のカドヘリンに特徴的な細胞質ドメインを欠いているため、細胞間接着糖タンパク質ではないと考えられています。このタンパク質は、神経分化における軸索成長の負の調節因子として機能します。また、血管内皮細胞を酸化ストレスによるアポトーシスから保護し、アテローム性動脈硬化症に対する抵抗性と関連しています。この遺伝子は多くの種類の癌で高メチル化されています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2011年5月],発達段階：成体脳では発達中の脳よりも高いレベルで発現しています。,機能：カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質です。細胞同士を繋ぐ際に、カドヘリンはホモフィリックな方法で互いに優先的に相互作用します。このように、カドヘリンは異種細胞の選別に寄与する可能性がある。神経細胞の成長を抑制する因子として作用する可能性がある。,類似性：5つのカドヘリンドメインを含む。,組織特異性：心臓で高発現する。中枢神経系では、大脳皮質、延髄、海馬、扁桃体、視床、黒質で発現する。小脳や脊髄では発現は検出されない。,
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	CDH13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDH13抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	T-カドヘリンポリクローナル抗体を用いたLOVO細胞のウェスタンブロット解析

